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 竹の子幼稚園　自己評価シート Ｈ ２１.１２.

　　　　　　　　　　（教職員）

 現況：　評価区分については、Ａ～Ｄで自己評価をする。 評価項目の取組状況など

　 Ａ：　十分達成されている。 　具体的な理由、内容を

　 Ｂ：　ほぼ達成されている。 　自由に記入

　 Ｃ：　達成されているとは言えないが、努めている。

　 Ｄ：　達成されていない。

評 価
分 類

自　　己　　評　　価　　項　　目 現 況 評価項目の取組状況など

①
教
育
課
程
・
指
導

１
 園の教育理念や方針を理解し、目指す幼児の姿を具体的に
 イメージできる。

２  幼稚園教育要領を理解し、具体的な事例を想起できる。

３
 園の教育課程を理解し、それをもとに保育の計画をたてて
 いる。

４
 長期の指導計画はマンネリ化しないよう、常に見直しを行
 い、短期の指導計画は幼児の実態に合わせて、変更できる
 順応性のあるものにしている。

５
 幼児の生活が豊かになるような行事を、実態に合わせて精
 選している。

６
 教師の願いや意図をもち、幼児の発達や生活を見通して環
 境構成をしている。

 
 
へ
の
配
慮

②
健
康
と
安
全

１
けがや事故には特に気をつけ 機会に応じた適切な配慮を けがや事故には特に気を 、機会に応じた適切な配慮を

 している。

２  健康な心と体を育てるための食育に取り組んでいる。

３
 緊急事態発生時に教職員が役割を把握し、連携して行動が
 できるよう訓練をし、共通理解が図られている。

③
幼
児
の
み
と
り
と
理
解
・
対
応

１
 一人一人の幼児をよく観察し、言葉にならない思いやサイ
 ンを受け止め、幼児同士のかかわりの中で、その姿の内に
 ある心の動きについても推察するようにしている。

２ 　幼児の気持ちに共感しながら、一緒によく遊んでいる。

３
 「先生のようにやってみたい」と幼児が思うような、モデ
 ルとしての姿を心がけている。

４  幼児同士のトラブルに対し、適切な対応をしている。

５  幼児の年齢や発達に応じたかかわり方をしている。

④
教
師
と
し
て
の
資
質
・
能
力
・
良
識
・
適
正

１
 保護者に対し、幼児や保育のことを分かりやすく伝え信頼
 関係をつくることに努めている。

２  幼児や保護者との対応には、公平さを欠かないようにする。

３
 園の教材等は節約して使い、後で使う人が使いやすいよう
 にする。

４
 職務上、知り得たプライバシーに関する情報などの秘密を
 守っている。

５
 クラス内はもちろん、園内外の清掃や整理整頓を実行して
 いる。

６  教職員全員でひとつのチームであることを意識している。



支

評 価
分 類

自　　己　　評　　価　　項　　目 現 況 評価項目の取組状況など

　
能
力
・
良
識
・
適
正

④
教
師
と
し
て
の
資
質

７
 他の意見を素直な気持ちで聞き、自分の意見を述べること
 ができる。

８  当番や役割による仕事は確実に行っている。

９  自然に対する感性をもち、命の尊さを感じている。

⑤
保
護
者
へ
の
対
応

１
 保育参観や懇談会を開き、子ども、保育、家庭でのあり方
 などについて共通理解を得るように努めている。

２
 園だより等で、園の教育について適切に情報を提供してい
 る。

３
 自分の考えをきちんと話し、保護者の話を心を開いてよ
 く聞く。

４  園のすべての保護者に対し、挨拶や会話を心がけている。

５
 クレームがあつた場合は、謙虚に話を聞き、園長、主任等
 へ連絡・報告・相談している。

　
　
　
　
と
の
関
わ
り

⑥
地
域
の
自
然
や
社
会

１
 地域の自然や機関を指導計画の中で位置づけて活用してい
 る。

２
 小学校生活に期待と憧れをもたせる機会を設け、小学校生
 活や学習につながる指導を行っている。

３
 子育て支援活動は地域や保護者の実情や要望に応えられる
 工夫をして行っている。

⑦
特
別
支
援
教
育

１
 特別に支援が必要な幼児には、個別の指導計画などを作成
 し、必要に応じて専門機関との連携をしている。

２
 特別に支援が必要な幼児をとりまく大人たちの相互理解を

違 尊
相 解

 深め、個性の違いを認め、お互いに尊重できる子どもの人
 権教育に配慮している。

３
 特別に支援が必要な幼児の就学相談を保護者と行い、小学
 校に適切な助言と申し送りを行っている。

⑧
研
修

１  研修会には自己課題をもって進んで参加している。

２  自分の保育について計画と反省を行っている。

３  他園の見学をしたり公開保育を見てみたいと思う。

４  園内で幼児理解を深めるための事例検討会等を行っている。

 ✤ 総合的な評価結果
　

結　　　　果 理　　　　　　　　由

 ✤ 今後取り組むべき課題（次年度の目標や計画）
　

課　　　　　　　題 次 年 度 の 目 標  や 計 画
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